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Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 木更津工業高等専門学校 

（２）所在地 千葉県木更津市 

（３）学科等の構成 

学 科：機械工学科，電気電子工学科， 

電子制御工学科，情報工学科， 

環境都市工学科 

専攻科：機械・電子システム工学専攻， 

制御・情報システム工学専攻， 

環境建設工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成25年５月１日現在） 

学生数：学 科 1,051人 

    専攻科 70人 

専任教員数： 75人（校長含む） 

助手数： 1人 

２ 特徴 

【沿革】木更津工業高等専門学校（以下「本校」とい

う。）は，1967年6月に機械工学科，電気工学科及び土木

工学科の３学科で発足し，その後，1983年４月に高専と

しては初めての電子制御工学科を，1990年４月には情報

工学科を増設し，５学科となった。また，科学技術の発

展や社会の要請，産業動向に対応し，1994年４月に土木

工学科を環境都市工学科に改組，2000年４月に電気工学

科を電気電子工学科に名称変更をした。さらに，2001年

４月には，従来の５年間の準学士課程の上に更に２年間

のより高度の教育を行うことを目的として専攻科を設置

し，機械・電子システム工学専攻，制御・情報システム

工学専攻，環境建設工学専攻の３専攻を開設した。 

【教育方針】創設以来，教育基本法の精神にのっとり，

学校教育法に基づいて，深く専門の学芸を教授し，職業

に必要な能力を育成することを目的とし，（1）人間形成

（2）専門の科学技術の修得（3）心身の鍛練を教育方針

として掲げている。 

【専門教育】本校では，知能と技能を併せ持ち実社会に

おいて即戦力として活躍する技術者の育成を目指し，実

験・実習系科目の時間を多く取ってきている。さらに，

専攻科においては，科学技術の高度化，国際化，学際化

に対応できる人材を養成するためのカリキュラムを整備

している。そのため，卒業生及び修了生は，設計，開

発，生産技術，保守など専門知識を活かした実務に優れ

ていると産業界から高い評価を受けており，社会情勢の

変動にかかわらず，常に高い求人倍率を保っている。 

【一般教育】本校では幅広い教養を獲得しつつ，高度な

専門知識を理解する基礎を修得させるために一般教育に

も力を入れている。1991年から一般教育をより充実させ

るために人文学系・基礎学系の一般科目担当教員らが中

心となり，第３学年で「一般特別研究」を実施してい

る。各教員が尐人数の学生を担当し，学生は自ら設定し

た課題について１年間研究を行い，年度末に研究成果を

論文として提出し，発表会を開催している。 

【JABEE対応プログラム】本校の「生産システム工学」教

育プログラムは，2006年５月に工学（融合複合・新領

域）関連分野で日本技術者教育認定機構（JABEE）による

認定を受けた。このことにより，専攻科修了生は本プロ

グラムにより国際化に対応した技術者教育を受けたこと

が認められ，技術士第一次試験の合格と同等に技術士補

となる資格が得られる。 

【学生寮】全国高専には教育寮としての学生寮が設けら

れている。本校の学寮は発足当時の仮寮としての開設に

始まり，2000年３月には女子寮も竣工し，現在では，男

女合わせて全学生数の３分の１に当たる約340名が入寮し

ている。寮の運営においては，「群制度」という個性的

な小集団割拠方式を採用している。男子寮は８つの群に

分割，女子寮は全体を１つの群とし，各群に群長を置

き，群の自主的な運営を尊重することにより自律的な共

同生活を体験させ，それを通して人間形成に役立つ資質

を涵養している。 

【地域連携】地域産業界等との連携・協力を図るため

に，2001年３月に地域共同テクノセンターを設置した。

更に2004年３月には，技術振興交流会を立ち上げ地元企

業等との連携による研究活動の活性化を図っている。ま

た，本校で行うサイエンススクエアや公開講座，近隣小

中学校における出前授業などの実施を通して，地域の教

育活動にも貢献している。 

【国際交流】1983年に高専での留学生制度が開始され，

開始と同時に本校では留学生を積極的に受け入れた。そ

れ以降現在まで連続して留学生を受け入れており国際貢

献の一端を担っている。また，2006年12月には台湾国立

聯合大学と学術交流協定を締結し，相互の学生派遣や国

際シンポジウムの共催を行っている他，2008年12月には

ドイツ外務省と協定を締結し，日本初のドイツ政府認定

校として，学生派遣等を行っている。 
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Ⅱ 目的 

１ 木更津工業高等専門学校の使命及び基本方針 

１.１ 本校の目的 

学校全体の目的は，学則第 1 条に「木更津工業高等専門学校（以下「本校」という。）は，教育基本法の精神にの

っとり，学校教育法に基づいて，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成すること」と規定されており，

専攻科課程については，学則第 37 条に「専攻科は，高等専門学校の基礎の上に，更に高度な専門的知識と技術を教

授し，創造性豊かな技術能力を育成すること」と規定されている。 

１.２ 教育方針 

本校は，「人間形成」，「専門の科学技術の修得」，「心身の鍛練」を教育の基本方針とする。 

人間形成においては，幅広い教養を基本として，自らを考え自主的に決断する判断力，自ら工夫し新しいものを造

り出す創造力，自ら良しとしたことをいかなる障害にも屈せず行う実行力の養成に努める。 

専門の科学技術の修得においては，将来指導的立場に立つ技術者として機械・電気電子・電子制御・情報・環境都

市の各工学分野において，自らが専門とする科学技術の最新の成果とその根本の原理を修得させるとともに，これら

の境界領域に対する率先した取り組みも含め，広範に活躍しうる技術者の養成に努める。 

心身の鍛練においては，教科教育に加え課外活動への参加を奨励し，身体の鍛練，豊かな情操の育成に努める。 

 

２ 達成しようとしている基本的な成果 

２.１ 準学士課程 

 準学士課程では，基礎学力と工学に関する基礎的な知識，行動と実践に基づく柔軟な発想力と創造力，倫理的・美

的価値への感受性を備えた問題発見・解決型技術者の育成をめざし，次の 4 項目を達成すべき基本的な成果とする。 

（１）人間形成： 豊かな人間性と健康な心身を培い，深く社会について理解し広い視野が持てるよう豊かな教養を

身につけ，技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し技術者としての責任を自覚する。 

（２）科学技術の修得： 数学及び自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力，専攻する学科の専門分野

の知識と能力，実験・実習を通してものづくりに必要な力を身につける。 

（３）コミュニケーション能力： 日本語の記述能力，英語によるコミュニケーション基礎能力，情報技術を使いこ

なし発表・討論ができる能力を身につける。 

（４）創造力： 一般特別研究や卒業研究などを通して，修得した知識や技術をもとに創造性を発揮し，問題を発見

し，解決する能力を身につける。 

２.２ 専攻科課程 

 専攻科課程では，複合領域の知識を結びつける研究・開発能力，国際化や高度情報化に柔軟に対応できる基礎能力，

技術者としての社会的責任と倫理の自覚を備えた開発研究型技術者の育成をめざし，次の 4 項目を達成すべき基本的

な成果とする。 

（１）人間形成： 豊かな人間性と健康な心身を培い，技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し技術者として

の責任を自覚する。 

（２）科学技術の修得と応用： 数学及び自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力， 最も得意とする

専門分野の知識と能力，異なる技術分野を理解し得意とする専門分野の知識と複合する能力，実験・実習を通しての

実践的技術を身につける。 

（３）コミュニケーション能力： 日本語の記述能力，情報技術を使いこなし日本語による発表・討論ができる能力，

国際的に通用するコミュニケーション基礎能力を身に付ける。 

（４）創造力（デザイン能力）： 特別研究などを通して，問題解決のために修得した専門知識を応用する能力，創
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意工夫し問題解決のための計画を立案・実行，得られた結果の考察および整理ができる能力を身につける。 

 

３ 学科・学系及び専攻ごとの目的 

３.１ 準学士課程 

※専門５学科の目的 

（１）機械工学科： 材料力学・材料分野，熱流体分野，生産システム分野，計測制御分野等の基礎科目に加えて，

実験･実習，設計･製図，コンピュータに関する教育を行い，ものづくりに必要な創造的設計手法を理解し，システム

開発の素養を有する技術者を育成することを目的とする。 

（２）電気電子工学科： 電子・情報通信・コンピュータ・材料・計測・制御・電気機器・エネルギーなど，現代の

高度化技術社会の基礎に係わる教育を行い，創造力が豊かで次世代の産業社会を担うことができる技術者を育成する

ことを目的とする。 

（３）電子制御工学科： 制御工学を中心として，電気工学，電子工学，機械工学，情報処理工学，計算機工学など

の広範囲な基礎科目に関する教育を行い，制御システムの開発に対応できる技術者を育成することを目的とする。 

（４）情報工学科： 情報処理の基本技術である計算機ハードウェアとソフトウェア技術を中心に，インタフェース

技術・情報通信技術・制御技術などの関連分野の教育を行い，総合的な情報処理システムの知識を備えた技術者を育

成することを目的とする。 

（５）環境都市工学科： 構造力学，水理学，土質力学，情報処理等の基礎科目に加え，生態環境工学，水環境学等

の環境工学の教育を行い，自然環境の保全や安全で快適な都市の創成などの要望に応えることのできる技術者を育成

することを目的とする。 

※上記専門５学科共通の授業科目で編成される一般科目である人文学系及び基礎学系の目的 

（１）人文学系： 国語，社会，保健・体育，外国語等の教育を通じ，心身の鍛練と並行しつつ，日本語及び特に英

語でのコミュニケーション能力を養成し，国際的視野を持たせ，倫理的・美的価値への感受性を育むことにより，教

養ある社会人としての基礎力を養成することを目的とする。 

（２）基礎学系： 数学，物理学，化学等の自然科学系一般科目の基礎教育及び専門基礎教育を通じ，論理的思考能

力と実験・観察の技術を身につけ，最新の科学技術の基礎となる理論と原理を理解できるようにすることを目的とす

る。 

３.２ 専攻科課程 

（１）機械・電子システム工学専攻： 機械および電気電子の各工学分野における高い技術力と，両方の専門分野を

融合した柔軟性のある研究・技術開発能力を培う教育を行い，先端技術に対応できる技術者を育成することを目的と

する。 

（２）制御・情報システム工学専攻： 情報処理技術を基礎として，意思決定技術，ソフトウェア技術，通信技術，

制御技術やメカトロニクス技術に関わる教育を行い，創造的，実践的な制御システム・情報システムの研究開発に対

応できる技術者を育成することを目的とする。  

（３）環境建設工学専攻： 社会的に深刻となっている環境や都市などの高度で広域化した問題に柔軟に対応できる

思考力と創造力を培う教育を行い，これらの問題に対応した研究開発ができる技術者を育成することを目的とする。 
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Ⅲ 選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

 

１ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

高等専門学校設置基準第２条２において，「教育内容を学術の進展に即応させるため，必要な研

究が行なわれるように努めるものとする」と規程されているように，教育と研究が一体化された

「教育研究」が本務の一つに挙げられている。また，高等専門学校の教育研究が実践的技術者の育

成に資するものとなるためには，独立行政法人国立高等専門学校機構法第12条３に示されているよ

うに「機構以外の者との連携による教育研究活動」を進め，より実践的な研究成果をあげることも

大切である。 

木更津工業高等専門学校（以下「本校」という。）は歴史ある港町の木更津に位置しており，産

業は漁業と商業が中心の町である。袖ヶ浦以北の沿岸部には化学プラント工場，電力会社の発電所，

千葉の製鉄所及び木更津の南には君津の製鉄所等の大企業があるものの，自動車産業のように中小

企業を周辺に抱える産業形態ではなく，数少ない大企業と零細企業という構造といえる。 

このような状況下で本校の教育研究力を地域産業に還元し，また，その研究成果を教育活動に反

映するには以下の目的のもとに教育研究を実践して行くことが求められる。 

 

(１) 地域社会の要求を把握し，ニーズとシーズを見極めた研究を遂行するために地域社会とのコ

ミュニケーションを深める。 

これらの達成のために，人材の育成や地域企業の基礎技術力向上，新技術の紹介，地域企業同士

の情報交換の場の提供，アンケートによるニーズ調査，本校の研究シーズの紹介，COOP教育を通じ

たニーズ・シーズマッチング等の活動によって，地域産業界との共同研究や技術連携を推進する。 

 

(２) 外部機関との共同研究・受託研究等を推進する。 

地域企業を含めた外部機関との共同研究・受託研究等は，準学士課程の卒業研究や専攻科課程の

特別研究に組み込まれることが多く教育活動にも生かされているため，これらを推進する。
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２ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整

備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，教育研究力を地域産業に還元し，地域社会とのコミュニケーションを深めて地域社会

の要求を把握し，ニーズとシーズを見極めた研究を遂行するとともに，外部機関との共同研究を推

進している。 

本校設立当初より，地域企業との共同研究や受託研究は活発に行われていたが，2001年３月に木

更津工業高等専門学校地域共同テクノセンター（以下「テクノセンター」という。）を設立し，そ

の運営に当たって地域共同テクノセンター運営委員会を組織することで，本校と地域社会・企業等

との結びつきの推進が図られている（資料Ａ－１－①－１），（資料Ａ－１－①－２）。 

テクノセンターの主な事業は，共同研究や受託研究の受入れ，技術相談の実施，奨学寄附金の受

入れ，生涯学習支援等を目的とした公開講座等の開講，受託試験の受入れである（資料Ａ－１－①

－３）。テクノセンター施設内には技術相談室，共同測定室の他，３つのラボラトリが整備されて

いる。直近の５年間では，第１ラボラトリにおいて機械要素の振動・騒音の低減に関する研究が行

われており，第２ラボラトリでは，介護予防の身体へ及ぼす影響や人体のバイオメカニクス的研究

が進められている。第３ラボラトリでは，天井走行クレーンとラフタークレーンの衝突防止装置開

発や重量物の保守点検時における作業負荷軽減装置の開発が行われた。また，共同測定室には，高

周波回路（45MHzから110GHz）のスペクトラム解析や伝達特性等の測定を行うネットワーク解析シ

ステムが設置されている（資料Ａ－１－①－４），（資料Ａ－１－①－５）。 

テクノセンターでは，ウェブサイトを通じて，テクノセンターの目的，業務内容，各教員の研究

分野（資料Ａ－１－①－６）等の広報を行っている（資料Ａ－１－①－７）。また，毎年テクノセ

ンターニュースを発行し，センターの紹介，研究者の紹介，センターの活動紹介等を行っており

（資料Ａ－１－①－８，現地閲覧資料31），こちらもウェブサイトで公開している。なお，研究者

の紹介については，科研費申請における利便性も兼ねてReaD & Researchmapの履歴書データを活用

した形式へと移行が進められている。また，全教員の研究内容をとりまとめた研究シーズ集につい

てウェブサイトを通じて公開している他（資料Ａ－１－①－９），共同研究の活性化を目的として，

主要研究設備集の作成および公開も行っている（資料Ａ－１－①－10，現地閲覧資料32）。さらに，

テクノセンター長（１名），副テクノセンター長（３名）を中心として，高専間・大学間交流，市

町村との交流，県との交流，地域との交流等を積極的に行っている（資料Ａ－１－①－11）。 

また，本校と地域産業界との積極的な情報交換の場を設けるために，2004年３月に会員制の木更

津工業高等専門学校技術振興交流会（以下「技術振興交流会」という。）が発足された。技術振興

交流会は，本校の教育研究の充実に協力するとともに，本校並びに会員相互の連携・協力を深めて

産業技術の振興を図り，地域社会の発展に寄与することを目的としており，技術及び実務に関する

交流会・講演会の開催，産学連携による技術開発の推進，会員及び地域社会の発展に寄与する事業，

木更津高専の教育・研究の充実に関する事業等を行っている（資料Ａ－１－①－12）。技術振興交

流会は本校とは別組織となっており，会長，副会長，監事，理事等の役員のほとんどを地域企業や

商工会議所等から選出し，本校からはテクノセンター長，副テクノセンター長が理事の一員として，

また総務課長が幹事の一員として参加している（資料Ａ－１－①－13）。 

技術振興交流会では，一般会員と本校教員から構成される分科会を設けて，地域のニーズと本校



木更津工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 7 - 

のシーズを組み合せた活動を行うために技術相談会や産産連携ブースにおけるパネル展示を実施し

て，相互交流や会員への情報提供を行っている（資料Ａ－１－①－14）。現在，医療・福祉機器，

教材開発，機械・制御系，電子・電気系，情報系，環境・土木系，異業種融合の７分科会が設置さ

れている。また，年２回のテクノフォーラムを開催し，広範囲のテーマによる講演会を軸として，

各分科会における学外委員との交流や教員の研究内容の紹介，企業の製品展示，会員の技術紹介，

施設見学及び技術相談，ニーズの調査等を実施している（資料Ａ－１－①－15）。 

 さらに，テクノセンターでは，地域連携や地域共同を強化した地域活性化支援に加えて，地域に

求められる実践的な技術者教育に焦点を当てた COOP 教育を目指し，企業技術者等活用プログラム

「OB 教職員と産業界との COOP 教育の実践」を平成 23 年度より実施している。その中で，学生と

OB 教職員を企業に派遣して，企業側のニーズと本校の持つシーズの情報交換や相互交流を行って

おり（資料 A－１－①－16），それらの情報を冊子化して配布を行っている（資料 A－１－①－17，

現地閲覧資料 33）。 
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資料Ａ－１－①－１ 

 

木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンター運営規程 
 

平成 12 年 11 月 15 日 
規 則 第 8 号 

（趣旨） 
第 1 条 木更津工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則第 16 条第１項に基づき，地域共同テクノセン
ター（以下「センター」という。）の運営その他必要な事項について定める。 

 
（目的） 
第 2 条 センターは，地域の中小企業を始めとする産業界を対象とした技術相談，共同研究，技術者のリフレ
ッシュ教育を集約的に行い，地域産業の振興・活性化を助長し，地域の経済力向上に資することを目的とす
る。 

 
（業務） 
第 3 条 センターは，次に掲げる業務を行う。 
(1) 産業界との共同研究及び技術相談等研究交流に関すること。 
(2) 技術セミナー及び技術研修会に関すること。 
(3) 学内共同研究に関すること。 
(4) ものづくり教育の推進に関すること。 
(5) 公開講座に関すること。 
(6) 電子顕微鏡室の運営に関すること。 
(7) その他センターの推進に関する必要な事項。 

 
（委員会） 
第 4 条 センターの管理運営に関する事項を審議するため，地域共同テクノセンター運営委員会（以下「委員

会」という。）を置く。 
２ 委員会は，次に掲げる者をもって組織する。 
(1) センター長 
(2) 副センター長 
(3) 学科・学系（以下「学科等」という。）から選出された教員若干名（ただし，副センター長を選出され

た学科等は除くものとする。） 
(4) 総務課長 
(5) その他校長が必要と認めた者 

３ 委員会の委員は，校長が委嘱する。 
４ 第 2 項第 3 号及び第 5 号の委員の任期は，2 年とする。ただし，再任を妨げない。 
５ 委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。 
６ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 
７ 委員長に事故あるときは，副センター長がその職務を代行する。 
 
（事務） 
第 5 条 センターの事務は，総務課において処理する。 
 
（雑則） 
第 6 条 この規程に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，委員会の議を経てセンター長が別に定

める。 
 

附 則 
１ この規程は，平成 12 年 12 月 1 日から施行する。 
２ この規程の第 4 条第 2 項第 3 号及び第 5 号の委員の任期は，同条第 4 項の規定にかかわらず，平成 13 

年 3 月 31 日までとする。 
３ 木更津工業高等専門学校技術開発相談室規程（平成 7 年 12 月 14 日規則第 2 号）は，廃止する。 

附 則 
この規程は，平成 13 年 4 月１日から施行する｡ 

附 則 
この規程は，平成 14 年７月１日から施行する｡ 

附 則 
１ この規程は，平成 16 年４月１日から施行する｡ 
２ 木更津工業高等専門学校電子顕微鏡室運営規程（平成 13 年４月１日規則第 12 号）は廃止する。 

附 則 
この規程は，平成 19 年 4 月１日から施行する｡ 

附 則 
この規程は，平成 23 年 4 月１日から施行する｡ 

附 則 
この規程は，平成 24 年 4 月１日から施行する｡ 
 

（出典 木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンターウェブページ） 

http://www.kisarazu.ac.jp/techno/rule/provision.pdf 
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資料Ａ－１－①－２ 

地域共同テクノセンター組織図 

 

 

 

（出典 木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンターウェブページ） 

http://www.kisarazu.ac.jp/techno/sosiki.htm 
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資料Ａ－１－①－３ 

地域共同テクノセンターの事業内容 

 

 

 

（出典 木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンターウェブページ） 

http://www.kisarazu.ac.jp/techno/jigyo.html 
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資料Ａ－１－①－４ 

地域共同テクノセンターの紹介 

 

（出典 2012 年学校要覧 25 頁より抜粋） 
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資料Ａ－１－①－５ 

地域共同テクノセンターの施設紹介 

 

 

（出典 木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンターウェブページより抜粋） 

http://www.kisarazu.ac.jp/techno/shisetsu.html 
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資料Ａ－１－①－６ 

教員の研究分野の紹介例 

 

（出典 木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンターウェブページ） 

http://www.kisarazu.ac.jp/techno/staff/faculty_link_frame.htm 
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資料Ａ－１－①－７ 

地域共同テクノセンターウェブページ(活動の目的) 

 

（出典 木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンターウェブページ）

http://www.kisarazu.ac.jp/techno/index.html 
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資料Ａ－１－①－８ 

テクノセンターニュース 

 

（出典 テクノセンターニュース第 20 号表紙，現地閲覧資料 31） 
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資料Ａ－１－①－９ 

研究シーズ集 

 

 
 

（出典 木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンターウェブページより） 

http://www.kisarazu.ac.jp/techno/seeds/seeds_frame.html 
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資料Ａ－１－①－10 

主要研究設備集 

 

 

（出典 木更津工業高等専門学校主要研究設備集，現地閲覧資料 32） 
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資料Ａ－１－①－11 

2012 年度テクノセンター活動報告（抜粋） 

 

 

（出典 平成 24 年度地域共同テクノセンター活動報告 10～11 頁） 
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資料Ａ－１－①－12（１／１） 

木更津工業高等専門学校技術振興交流会会則 
 
（名称） 
第 1 条 本会は，木更津工業高等専門学校技術振興交流会（略称は「高専交流会」，以下 「本会」とい
う。）と称する。 
  
 （目的） 
第 2 条 本会は，木更津工業高等専門学校（以下「木更津高専」という。）の教育研究の充実に協力するとと
もに，木更津高専並びに会員相互の連携・協力を深めて産業技術の振興を図り，地域社会の発展に寄与する
ことを目的とする。 
  
 （事務局） 
第 3 条 本会に事務局を置く。 
2 事務局に事務局長を置き，理事のうち 1 名をもって充てる。 
3 事務局の設置場所は，会長が指定する。 
  
 （事業） 
第 4 条 本会は，第 2 条の目的を達成するため，次の事業を行う。 
   (1) 技術及び実務に関する交流会・講演会の開催に関すること 
   (2) 産学連携による技術開発の推進に関すること 
   (3) 会員及び地域社会の発展に寄与する事業に関すること 
   (4) 木更津高専の教育・研究の充実に関すること 
   (5) その他本会の目的達成に必要な事業に関すること 
  
 （組織及び会員） 
第 5 条 本会は，本会の目的に賛同する一般会員及び特別会員で組織する。 
2 一般会員は，企業会員並びに個人会員とする。 
3 特別会員は次の各号とする。 
   (1) 大学，官公署，商工会議所等の公的機関 
   (2) 木更津工業高等専門学校教職員及び入会を希望する退職した教職員 
  
 （役員） 
第 6 条 本会に，次の役員を置く。 
   (1) 会 長 １名 
   (2) 副会長 ４名 
   (3) 理 事 若干名 
   (4) 監 事 ２名 
   (5) 幹 事 若干名 
  

 （役員の任期） 
第 7 条 役員の任期は 2 年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じたときの後任者の任期は，前任者の
残任期間とする。 
  
 （役員の選出） 
第 8 条 会長は，総会において選出する。 
2 副会長は，会長が委嘱する。 
3 理事は，総会において選出する。 
4 監事は，総会において選出する。 
5 幹事は，役員会において決定する。 
  
 （役員の任務） 
第 9 条 会長は，本会を代表し，会務を統括する。 
2 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代行する。 
3 理事は，本会の業務の運営に当たる。 
4 監事は，本会の業務状況及び会計を監査する。 
5 幹事は，本会の庶務を行う。 

 

（出典 木更津高専技術振興交流会ウェブページ http://knct-koryu.jp/kaisoku.htm） 
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資料Ａ－１－①－12（１／２） 

木更津工業高等専門学校技術振興交流会会則 
 
（顧問・参与） 
第 10 条 本会に，事業を円滑に推進するため，顧問及び参与を置くことができる。 
2 顧問及び参与は，会長の諮問に応ずるとともに，会議に出席して意見を述べることができる。 
3 顧問及び参与は，役員会において決定する。 
  
 （会議） 
第 11 条 本会の会議は，総会及び役員会とし，会長が招集し，議長となる。 
  
 （総会） 
第 12 条 総会は，定期総会及び臨時総会とし次の事項を審議する。 
   (1) 運営の基本方針に関すること。 
   (2) 事業計画並びに予算決算に関すること。 
   (3) 役員の選出に関すること。 
   (4) その他本会の目的達成に必要なこと。 
2 総会は，会員の過半数の出席（委任状を含む）をもって成立し，議事は出席者の過半数をもって決す
る。ただし，第 5 条第 3 項第 2 号に定める者（役員を除く）については，議決権を有しない。 
  
 （役員会） 
第 13 条 
 役員会において審議する事項は，次のとおりとする。 
   (1) 総会に提出する議案及び重要事項を審議する。 
   (2) その他会務遂行上必要と認められる事項 
2 役員会は，役員の過半数以上が出席しなければ議事を開くことができない。 
3 役員会の議事は，出席者の過半数をもって決する。 
  
 （分科会） 
第 14 条 本会に，分科会を置くことができる。 
2 分科会の組織及び運営については，別に定める。 
  
 （運営費） 
第 15 条 本会の運営費は，会費及び寄付金等をもって充てる。 
2 年会費は一般会員のうち企業会員については 1 万円，個人会員については 5 千円とする。 
3 特別会員については，会費を免除する。 
  
 （会計年度） 
第 16 条  本会の会計年度は，毎年 4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終わる。 
  
 （その他） 
第 17 条  この会則に定めるもののほか，本会の運営に必要な事項は，役員会で定める。 
 附 則 
 この会則は，平成１６年３月９日から施行する。 
 附 則 
 この会則は，平成１７年５月１８日から施行する。 

 

（出典 木更津高専技術振興交流会ウェブページより http://knct-koryu.jp/kaisoku.htm） 
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資料Ａ－１－①－13 

木更津高専技術振興交流会組織図 

 

 

 

（出典 木更津高専技術振興交流会ウェブページ） 

http://knct-koryu.jp/organization_figure.htm 
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資料Ａ－１－①－14 

分科会単位での技術相談会 

 

 

 

（出典 第 17 回テクノフォーラム配布資料） 
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資料Ａ－１－①－15（１／２） 

テクノフォーラムの内容 

 

第 9 回テクノフォーラム 2008 年 10 月 21 日（火） 

①「働く人々の健康づくり」 

講師：東京大学大学院新領域創成科学研究科生涯スポーツ健康科学研究センター特任准

教授 福崎千穂 氏 

②「背骨と健康」 

講師：木更津工業高等専門学校嘱託教授 大藤晃義氏 

 

第 10 回テクノフォーラム 2009 年 3 月 5 日（木） 

①「町工場が滅びたら日本も滅びる～モノづくりで勝ち残る条件～」 

講師：政策研究大学院大学教授 橋本久義氏 

②「技術振興交流会と地域連携コーディネイト」 

講師：木更津工業高等専門学校嘱託教授 小平眞次氏 

③「中小企業連携コーディネートについて」 

講師：木更津工業高等専門学校嘱託教授 高上輝雄氏 

 

第 11 回テクノフォーラム 2009 年 10 月 29 日（火） 

①「日本の空港」 

講師：国際協商株式会社 代表取締役社長 

小林久雄 氏 

②「最近の旅客機における空力技術」 

講師：木更津工業高等専門学校 機械工学科 教授 石出忠輝 氏 

③「羽田Ｄ滑走路建設現場を見学して」 

講師：木更津工業高等専門学校 環境都市工学科 准教授 青木優介 氏 

 

第 12 回テクノフォーラム 2010 年 3 月 9 日（火） 

① 「メンタルヘルス管理の基礎」 

講師：（独）労働者健康福祉機構 千葉産業保健推進センター 所長 能川浩二 氏 

②「こんなに多い人間軽視デザイン」 

講師：木更津工業高等専門学校 機械工学科 教授 丸岡邦明 氏 

③「視覚計算と脳の可塑性」 

講師：木更津工業高等専門学校 情報工学科 准教授 米村恵一 氏 

 

第 13 回テクノフォーラム 2010 年 10 月 19 日（火） 

①「鈴鹿高専における産学連携－ＳＵＺＵＫＡ産学官交流会１０年の歩み－」 

講師：鈴鹿工業高等専門学校教授 江崎尚和氏 

②「高専と地域との連携の現状，課題とそのあり方」 

講師：東京工業高等専門学校特別客員教授 佐々木桂一氏 

 

（出典 テクノフォーラム配布資料） 
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資料Ａ－１－①－15（２／２） 

テクノフォーラムの内容 

 

第 14 回テクノフォーラム 2011 年 3 月 8 日（火） 

① 「これからの木更津地区の展望」 

講師：（株）長野建設代表取締役 長野史郎氏 

②「木更津高専の特色創出の活動計画について」 

講師：木更津工業高等専門学校基礎学系教授 高橋邦夫氏 

 

第 15 回テクノフォーラム 2011 年 10 月 11 日（火） 

①「これからの木更津のまちづくりについて」 

講師：木更津市都市整備部 部長 小川剛志 氏 

②「正しく知ろう～放射線の基礎～」 

講師：木更津工業高等専門学校 教授 福地健一 氏 

 

第 16 回テクノフォーラム 2012 年 3 月 13 日（火） 

① 「アクアラインを活用した地域づくりの推進」 

講師：千葉県商工労働部アクアライン活用戦略チーム 副参事 吉田篤史 氏 

②「千葉県のものづくり中小企業支援策」 

講師：千葉県商工労働部産業振興課副技監（兼）産業技術室長 高岡健二 氏 

③「設備見学会」 

 

第 17 回テクノフォーラム 2012 年 10 月 16 日（火） 

① 「重粒子線がん治療について」 

講師：(独)放射線医学総合研究所重粒子線医科学センター病院治療課第３治療室長 唐

澤 久美子氏 

②「技術相談会」 

 

第 18 回テクノフォーラム 2013 年 3 月 13 日（火） 

①「自然環境がもたらす快適性・健康増進効果」 

講師：千葉大学環境健康フィールド科学センター 教授 宮崎良文 氏 

②「江戸前海苔パウダーの商品化について」 

講師：木更津工業高等専門学校 嘱託教授 高橋邦夫 氏 

   木更津商工会議所 加藤純一 氏 

   清見台カフェオーナーシェフ 水戸博継 氏 

 

（出典 テクノフォーラム配布資料） 
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資料Ａ－１－①－16 

企業技術者等活用プログラムの概要 

 

 

（出典 平成 23 年度地域共同テクノセンター活動報告） 
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資料Ａ－１－①－17 

企業技術者等活用プログラム学生報告書 

 

 

（出典 平成 24 年度匠の力―企業技術者等活用プログラム学生報告書―，現地閲覧資料 33） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

地域社会との連携窓口としてテクノセンターが設置されており，センター長を中心として各学科

学系から選出された運営委員会により，運営規程にしたがって適切に運営されている。共同研究，

受託研究，技術相談，奨学寄附金の受け入れ等の窓口をテクノセンターに一本化し，センター施設

内に，技術相談室，共同測定室，ラボラトリを整備する等，教員が地域産業界と連携をとって研究

を進めるための体制が整っている。さらに，地域社会と情報を交換し連携を深める場として，技術

振興交流会が存在しており，テクノフォーラムの開催を通じて学外会員との相互交流を行っている。

また，一般に開かれた学外会員による講演会，技術相談会，ニーズに関するアンケート調査等を実

施することで，精力的にニーズの探索を行っている。さらに，企業技術者等活用プログラムを通じ

てOB教職員と学生が地域企業を訪問し，ニーズの調査と本校のシーズに関する情報提供を行ってい

る。 

また，テクノセンターニュースの発行や教員の研究シーズ集のウェブページを用いて，テクノセ

ンターの業務内容，教員の研究テーマ及び技術紹介，技術振興交流会分科会の活動成果等の発信を

行っている。 

以上のことから，地域産業界とのコミュニケーション，共同研究・受託研究等の推進という本校

の目的に沿った研究体制及び支援体制が適切に整備され機能している。 
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観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

（観点に係る状況） 

直近の５年間（2008年３月～2013年３月）に，新たに博士号の学位を取得した現職教員の数は５

名（資料Ａ－１－②－１）であり，2013年３月31日現在，理科系教員の博士号取得率は86.8%とな

った。また，直近の５年間（2007年10月～2012年９月）に木更津工業高等専門学校紀要の研究業績

目録に報告された論文発表件数は学内紀要発表を含めて150件，学会発表件数は277件，各種受賞は

６件であった（資料Ａ－１－②－２）。科学研究費補助金に関しては，2012年８月に国立高等専門

学校機構小畑理事長を講師に招いて科研費獲得のための講演会を開催し（資料Ａ－１－②－３），

教職員に対して申請に至るまでの取り組み状況の事例紹介や申請書作成時の留意事項などの詳しい

説明が行われ，近年の採択状況は継続分を含めると毎年９～11件であり，2013年度の助成金額は

10,300千円であった（資料Ａ－１－②－４）。これらのことより，本校における研究活動が活発に

行われており，学内啓蒙の効果と考えられる。 

過去５年間（2008年度～2012年度）の共同研究，受託研究，奨学寄附金，受託試験の件数（資料

Ａ－１－②－５）によると，受託研究や奨学寄附金は近年増加の傾向が見られる。参考として平成

24年度の共同研究，受託研究の詳細（資料Ａ－１－②－６）及び奨学寄附金の詳細（資料Ａ－１－

②－７）を示す。また，資料Ａ－１－②－６（平成24年度共同研究・受託研究申込一覧）に示した

共同研究等の取組み内容が，準学士課程の卒業研究テーマや専攻科課程の特別研究テーマとして扱

われた事例は13件あり（資料Ａ－１－②－８），外部機関との共同研究が教育活動にも活かされて

いると評価できる。 

地域連携に関連した企業との共同研究（2008年度～2012年度）における「技術・製品等の創出・

改善」の実績は14件，「特許等の出願」は４件，「特許等の取得」は３件であった（資料Ａ－１－

②－９）。地域連携に関連した外部機関との共同研究や活動の実績（2008年度～2012年度）におい

て「論文発表」は11件，「学会発表」は27件，「各種賞受賞」は５件，「講演」は１件，「近隣中

学校との授業連携」は１件であった（資料Ａ－１－②－10）。 

次に技術振興交流会に関して，本校教職員以外の会員数は，2013年４月１日現在，企業会員数79，

特別会員数24であり，様々な業種の企業，近隣の小中学校が会員となっている（資料Ａ－１－②－

11）。テクノフォーラムは，資料Ａ－１－①－15（第９回から18回テクノフォーラムの内容）に示

した内容で2008年10月（104名），2009年３月（99名），2009年10月（92名），2010年３月（95

名），2010年10月（76名），2011年３月（100名），2011年10月（100名），2012年３月（65名）と

開催され，多くの参加があった（参加者名簿は現地閲覧資料34として示す）。 
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資料Ａ－１－②－１ 

現職教員の学位取得状況（2008.３～2013.３） 

 

 

 

（出典 総務課資料） 

資料Ａ－１－②－２ 

学内紀要に報告された論文発表等の件数 

 

 

（出典 木更津工業高等専門学校紀要 42 号～第 46 号研究業績目録） 
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資料Ａ－１－②－３ 

科学研究費獲得のための講演会資料 

 

 

（出典 木更津工業高等専門学校ウェブページ）

http://www.kisarazu.ac.jp/news/2012/0828_3.html 

） 
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資料Ａ－１－②－４ 

科学研究費補助金制度採択状況 

 

 

（出典 総務課資料） 

資料Ａ－１－②－５ 

共同研究，受託研究，奨学寄附金，受託試験の件数 

 

 

（出典 平成 24 年度地域共同テクノセンター活動報告） 
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資料Ａ－１－②－６ 

平成 24 年度共同研究・受託研究申込一覧 

 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－②－７ 

平成 24 年寄付金受入実績一覧 

 

 
 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－②－８ 

共同研究等が学生の研究テーマとなった例（2012 年度） 

 
（出典 点検・評価委員会資料） 

資料Ａ－１－②－９ 

共同研究における「技術・製品等の創出・改善」， 

「特許等の出願」，「特許等の取得」に関する実績 

 
（出典 点検・評価委員会資料） 



木更津工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 35 - 

 

 

 

 

 

 

資料Ａ－１－②－10（１／２） 

共同研究における「論文発表」，「学会発表」， 

「成果報告」，「各種受賞」に関する実績 

 

（出典 点検・評価委員会資料） 
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資料Ａ－１－②－10（２／２） 

共同研究における「論文発表」，「学会発表」， 

「成果報告」，「各種受賞」に関する実績 

 
（出典 点検・評価委員会資料） 
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資料Ａ－１－②－11 

木更津工業高等専門学校技術振興交流会会員リスト 

 

（出典 総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

直近５年間に新たに博士号を取得した現職教員が５名おり，理科系教員の博士号取得率が86.8%

に達した。直近５年間の論文発表件数は150件，学会発表件数は277件，各種受賞は６件であったこ

と等から，着実に組織としての研究力が向上している。 

技術振興交流会には，多くの地域企業や近隣学校が組織会員となって参加しており，一般に開か

れたテクノフォーラムも直近の５年間で延べ731名の参加者を集める等の成果を上げている。また，

奨学寄附金や受託試験等の件数も年々増加しており，共同研究及び受託研究も着実に進められ，そ

れらの研究成果が学術論文，学会発表，研究成果報告書等によって公表されている。 

以上のことから，教育研究力を地域に還元することができており，目的に沿った活動の成果が上

げられていると評価できる。 
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観点Ａ－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が

整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

研究活動等の実施状況や問題点の把握は，テクノセンター運営委員会が行っている。資料Ａ－１

－①－２（地域共同テクノセンター組織図）に示した通り，テクノセンター運営に関する事務は，

本校総務課が担当しており，共同研究，受託研究，技術相談，奨学寄附金受入れ等の窓口となって

いる。テクノセンター運営委員会はセンター長の他に全学科学系より委員が選出されており，全教

員の意見を吸い上げる体制が整っている（資料Ａ－１－③－１）。同委員会は2011年度に８回，

2012年度に10回開催され，研究活動の計画及び点検・改善等が行われた（資料Ａ－１－③－２）。 

地域交流の拠点となる技術振興交流会は，資料Ａ－１－①－12（木更津高専技術振興交流会組織 

図）に示した通り，テクノセンター長及び３名の副センター長が理事として，総務課長が幹事とし

て本校より参加するが，会長，副会長，監事等の役員のほとんどは地域企業，商工会議所等の外部

機関に所属する会員に依頼しており（資料Ａ－１－③－３），本校の研究活動に対して，外部の意

見が適切に反映される形になっている。技術振興交流会役員会は年２回行われており，事業内容の

問題点抽出や分科会活動の今後の方策等の具体的改善案が審議されている（資料Ａ－１－③－４）。 

テクノセンターの主な事業内容は，事業報告書（2012年度発行部数：1200部）で毎年公表してお

り（資料Ａ－１－③－５），さらに詳細な活動内容を事業活動報告（資料Ａ－１－③－６，現地閲

覧資料35）としてまとめ，その中で自己点検及び評価も行っている。事業報告書及び事業活動報告

は，テクノセンターウェブページでも公開している。その他に，平成22年３月に「地域社会との連

携」に関する，外部評価（資料Ａ－１－③－７，現地閲覧資料36）を受け，その評価結果をもとに，

様々な改善を行っている（資料Ａ－１－③－８，現地閲覧資料37）。例えば，「更なるPRが必要で

ある」という指摘に対して，資料Ａ－１－③－９（現地閲覧資料37）に示したように，地域情報誌

への掲載や本校ウェブページによるPRに加えて近隣４市の教育委員会や小中学校への訪問やパンフ

レットやポスターの郵送等の具体的な改善が行われた。 
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資料Ａ－１－③－１ 

地域共同テクノセンター運営委員会委員と事務部担当者 

 

センター長 石出忠輝（機械工学科） 

副センター長 吉井 文子 （基礎学系）   和崎 浩幸（情報工学科） 

大久保努（環境都市工学科） 

センター委員 五十嵐譲介（人文学系）  小田 功（機械工学科） 

石川 孝一（電気電子工学科） 坂元 周作 （電子制御工学科） 

事務部  萩原 隆一 （総務課長）  

松本 義一（研究協力・地域連携係長） 

鈴木芙実子（研究協力・地域連携係） 

 

（出典 平成 24 年度地域共同テクノセンター活動報告） 
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資料Ａ－１－③－２ 

地域共同テクノセンター運営委員会議事要旨 

 

平成 24年度 第 10回 

地域共同テクノセンター運営委員会議事要旨 
 

日 時  平成２５年３月１２日（火） １５時１０分～１７時００分 

場 所  地域共同テクノセンター 第３ラボラトリ 

出席者    石出，吉井，和崎，大久保，石井，小田，坂元各委員 

欠席者  五十嵐，萩原各委員 

陪 席  岡本保准教授，松本係長，鈴木係員 

【議事要旨の確認】 

平成２４年度第８回（１月８日開催）及び第９回（２月５日開催）地域共同テクノセンター運営委員会

議事要旨の確認が行われ，原案どおり承認された。 

【議 題】 

 １．来年度テクノセンターラボ使用について（資料 1） 

和崎副センター長から，資料に基づき説明があり，審議の結果，了承された。 

【報告題】 

 １．補正予算関連テクノセンター施設整備費及び設備整備費申請状況について（資料 2） 

    松本係長から，資料に基づき報告があった。さらに石出センター長より，今回予算管理係から照会のあっ

たマスタープランについては，テクノセンターとして議論する時間的余裕が無かったので申請は見送った

が，次回の申請に向けて本補正予算関連テクノセンター施設整備費及び設備整備費申請状況をベースに議

論を深めたい旨の説明があった。 

 ２．公開講座，出前授業，木更津高専キッズサイエンスフェスティバルにおけるコンテンツ応募状 

況について（資料 3） 

    吉井副センター長から，資料に基づき報告があった。出前授業について，木更津市の人口は増加傾向にあ

り，科学する楽しさを教えてほしいという需要も増えているため，今後コンテンツ数を増やす方策を検討

することとなった。木更津高専キッズサイエンスフェスティバル計画書について，所要経費の材料費・消

耗品費の注意書を「受講者 1 人当たり 500 円程度を予定しております。」から「各講座 25,000 円を上限

とします。」に訂正し，担当者に作成依頼をすることとなった。また，リーフレット作成について，スケ

ジュールを検討することとなった。 

なお，テクノセンターで担当するイベントの一覧を作成し，４月中旬を目途に近隣４市の小学校に配布す

ることとなった。 

 ３．研究グループサポートリストについて 

    石出センター長から説明があり，各学系・学科において研究グループサポートリストを周知したことを確

認した。また，今後は定期的に本研究グループサポートリスト更新をテクノセンター委員経由で呼び掛

け，リストの充実化を図ることとなった。 

４．企業技術者活用プログラムについて（資料 4） 

    大久保副センター長から，資料に基づき報告があった。『匠の力』巻末にある担任紹介について，「第４

学年主任」という説明書きを削除し，3 月 15 日（金）までに納品してもらうこととなった。また，本校

ウェブページに『匠の力』を掲載することとなった。 

 ５．テクノセンター関連ウェブページの充実化について 

    鈴木係員から，テクノセンター関連ウェブページの更新状況について報告があった。 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－③－３ 

木更津工業高等専門学校技術振興交流会 役員・顧問所属 

 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－③－４ 

木更津工業高等専門学校技術振興交流会役員会議事要旨 

 

木更津工業高等専門学校技術振興交流会役員会議事要旨 

 

１． 日 時  平成２５年 １月２８日（月） １５時００分～１６時５０分 

２． 場 所  木更津工業高等専門学校 会議室Ｂ 

３． 出席者    １４名 

●●●●，●●，●●，●●●●●，●●，●●，石出，和崎，大久保各理事， 

●●●●，●●，●●，●●，萩原各幹事 

   （陪席）  松本研究協力・地域連携係長，鈴木研究協力・地域連携係員   

４． 欠席者   ６名 

●●●●●，●●，●●，●●●●●，●●●●，●●●● 

 

５． 挨拶・資料確認 

     萩原幹事の司会進行で，●●●●及び石出理事の挨拶の後，配布資料の確認が行われた。 

 

６． 議 事 

●●●●が議長を務め，次の通り審議が行われた。 

(１) 第 18 回テクノフォーラム計画案について 

石出理事から，資料に基づき説明があり，原案どおり了承された。    

(２) 木更津高専サイエンススクエアについて（報告）  

大久保理事から，資料に基づき報告があった。また，石出理事より，協力に対する謝辞があった。 

(３) 本年度実施事業及び次年度事業計画について 

石出理事から，資料に基づき説明があり，定期総会・テクノフォーラム（１回目）の日時が了承された。また，テクノ

フォーラム（２回目）の日時として，平成 26 年 3 月 4日（火）が第１候補として了承された。 

(４) 新規会員・退会会員について 

和崎理事から，資料に基づき説明があり，退会理由等が確認された。また，新規会員の獲得に向け，テクノフォーラム

等の告知を木更津市商工会議所の会報で広く周知することとなった。かつ，木更津商工会議所ウェブページと技術振興

交流会ウェブページの相互リンクを検討することとなった。 

(５) その他 

①石出理事から，企業技術者等活用プログラムの協力について謝辞があった。問題発見・解決型の実習設定について，

専攻科生のレベルが分からないと課題が出しにくいという意見があり，テクノフォーラムで専攻科生のポスターを掲

示する等周知を検討していくこととなった。 

②石出理事から，魅力ある地域貢献の為にはコーディネータが必要であり，OB 教員・OB 学生を組織化したいと要望があ

り，●●●●から，OB の実態に対する質問や，技術振興交流会の特別会員に加入してもらう等の提案があった。ま

た，●●●●から，技術振興交流会の繰越金が多いので，コーディネータの足代として予算立てしても良いのではな

いかと提案があった。次いで，●●●●より，インターネットを利用して，OB ともっと連携したらどうかと提案があ

った。 

③●●●●から，●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●と提案があ

った。 

④●●●●より，環境都市工学科岐美教授に町興しに関する講演及び環境都市工学科湯谷准教授に盤洲干潟の珍しさを

もっと広めるような講演をしてもらいたいと要望があった。 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－③－５ 

地域共同テクノセンター事業報告書 

 
（出典 地域共同テクノセンターウェブページ） 

http://www.kisarazu.ac.jp/techno/report2002.htm 
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資料Ａ－１－③－６ 

地域共同テクノセンター事業活動報告目次 

 

（出典 平成 24 年度地域共同テクノセンター事業活動報告，現地閲覧資料 35） 
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資料Ａ－１－③－７ 

外部評価（目次／地域社会との連携に関すること） 

 

  

 

（出典 外部評価報告書平成 22 年３月，現地閲覧資料 36） 
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資料Ａ－１－③－８ 

外部評価に対する対応を示す資料 

 

（３）地域社会との連携に関すること 

○課題 

【41】地道で大変貴重な地域連携活動を実施しているが，イベント開催に関するPR が必ずし

も十分行われていない課題がある。社会的認知度を一層高める必要がある。（近隣4市や商工

会議所・地域産業界との種々の連携，4市の小・中学校へのPR，新聞折り込み広告やウェブペ

ージ等を通したPR） 

 

『対策等：公開講座等の実施案内は房総ファミリアなどのミニコミ誌やウェブページ等でPRし

ているが，これに加えてイベント毎に関係機関への案内を送付するなどのPRの充実を図る。ま

た，入試委員会や広報委員会との連携も強化する。』 

 

【進捗状況】 

●教務主事 

高専の社会的認知度を高めるために，入試委員会，地域共同テクノセンター，広報委員会と

の連携を密にとっている。入試委員会では，オープンキャンパス，各種合同説明会，一日体験

入学などに参加・実施している。(資料41-1) 

学内での各種イベントでは広報委員会の協力のもと，本校ウェブページのトップ画面に近日

イベント情報の公開をおこなっている。また新たな試みとして，関係機関に対するニュースリ

リースの発行をおこなっている。(資料41-2-(1)～(3)) 

地域共同テクノセンターでは公開講座のとりまとめやPRをおこなっている(資料41-3)。 

以上のPR活動により，オープンキャンパスは昨年度と同程度の参加者実績を上げることがで

き，合同説明会(首都圏進学フェア)では進学フェアの中では最も来場者数が多い幕張会場にお

いて，昨年度を大きく上回る実績をあげることができた。各学科の一日体験入学においても

100名程度の参加者増があった。 

これまでの地道なPR活動に加えて，新たなPR方法などの成果があったと判断できる。 

 

（出典 平成 21 年度外部評価委員会委員の各評価項目についての 

課題及び提言に対する対策等の進捗状況，現地閲覧資料 37） 
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資料Ａ－１－③－９ 

外部評価に対する対応を示す資料 

 

●テクノセンター長 

公開講座等の実施案内は房総ファミリアや本校ウェブページ（資料41-4：ウェブページ公開

講座抜粋）で広くPRを行っている。これに加えて木更津高専サイエンススクエアは近隣4市の教

育委員会を訪問して後援を得ており（資料 41-5：平成24年度サイエンススクエアポスター），

このパンフレットやポスターは，近隣4市の小学校に郵送して各教室内に掲示を依頼している。

また，公開講座の担当者には近隣の小学校に直接出向き案内状（資料41-6：公開講座チラシ

例）を配布してPRを行い有効な成果を上げている事例もあり，このような地道な努力を今後校

内全体で広げより社会的認知度を高めたいと考えている。 

 

 資料 41-4 木更津高専 HP 抜粋 

 

 

 資料 41-5 平成 24 年度ポスター 

 

 
 

（出典 平成 21 年度外部評価委員会委員の各評価項目についての 

課題及び提言に対する対策等の進捗状況，現地閲覧資料 37） 
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（分析結果とその根拠理由） 

テクノセンターは運営規程にしたがって適切に運営がされており，研究活動等の実施状況や問題

点を把握するために，テクノセンター運営委員会が組織されている。テクノセンター運営委員会は

全学科学系より委員が選出されており，全教員の意見を吸い上げる体制が整っている。 

テクノセンター運営委員会では，テクノセンター及び技術振興交流会における活動の実施状況に

ついて，定期的に活動報告を行っている。また，技術振興交流会役員や分科会副委員長を学外委員

に依頼し，技術振興交流会役員会議を開催して，運営や活動の点検を定期的に行っている。 

以上の体制に加え，実際に外部評価による指摘に対しても迅速に対応し，改善を行った実績もあ

ることから，研究活動の実施状況や問題点を把握し改善を図っていくための体制が適切に整備され

機能していると評価できる。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

外部との窓口をテクノセンターに一本化し，テクノセンター運営委員会を中心として積極的に地

域との連携を図っている点。 

技術振興交流会を発足し，一般会員と本校教員から構成される７分野の分科会を設け，設定した

テーマのもとに相互交流と会員への情報提供を積極的に行い，一般に開かれたテクノフォーラムを

年間２回開催し，学外会員による講演会，技術相談会等を開催し，また，COOP教育を通じたニーズ

・シーズマッチング等の活動によって精力的にニーズの探索を行っている点。またそれらの結果が

共同研究，受託研究及び学生の研究テーマに結び付いている点。奨学寄附金や受託試験の件数が

年々増加している点。 

テクノセンターニュース，事業報告書の発行や研究シーズ集の作成，ウェブページにより，積極

的にシーズの発信を行っている点。 

 

（改善を要する点）  

 特にない。 

 

（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要 

本校では，教育研究力を地域産業界に還元し，地域社会とのコミュニケーションを深めて地域社

会の要求を把握し，ニーズとシーズを見極めた研究を遂行するとともに，外部機関との共同研究を

推進している。 

テクノセンターの設置とともに，共同研究・受託研究・受託試験・奨学寄附金の受入れ，技術相

談の実施，公開講座等の開講を組織的に行う体制を整え，その運営に当たってテクノセンター運営

委員会を組織することで，本校と地域社会・企業等との結びつきの一層の推進が図られている。ま

た，地域社会と情報を交換し連携を深める場として，技術振興交流会が運営されており，一般会員

と本校教員から構成される７分野の分科会を設けて相互交流や会員への情報提供が積極的に行われ

ている。また，一般に開かれたテクノフォーラムを年間２回開催し，学外会員による講演会，技術

相談会，ニーズのアンケート調査等を実施することで，精力的にニーズの探索を行うと同時に，テ

クノセンターニュースの発行やシーズ集の整備，ウェブページ等によって積極的にシーズの発信も

行っている。 

直近５年間に新たに博士号を取得した現職教員が５名おり，理科系教員の博士号取得率が86.8%

に達し，直近５年間の論文発表件数は150件，学会発表件数は277件，各種受賞は６件と着実に研究

成果が上がっている。テクノフォーラムには直近の５年間で延べ731名が参加しており，これらの

活動を通して，本校の社会的存在意義を十分にアピールすると同時に，教育研究力を確実に地域に

還元している。 

テクノセンター運営委員会では，テクノセンター及び技術振興交流会における活動の実施状況に

ついて，定期的に活動報告を行っている。また，技術振興交流会役員や分科会副委員長を学外委員

に依頼し，技術振興交流会役員会議や技術振興交流会分科会委員長会議を開催して，定期的に研究

活動の点検を行っており，研究活動の実施状況や問題点を把握し改善を図っていくための体制が適

切に整備され機能している。 

以上のことから，本校の研究活動が目的に沿って適切に行われ，研究活動の成果が十分に上がっ

ているものと評価できる。 
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（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況が非常に優れている。 
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Ⅳ 選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

１ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

独立行政法人国立高等専門学校機構法第12条４には，「公開講座の開設その他の学生以外の者に

対する学習の機会を提供すること」が規定されている。「正規課程の学生以外に対する教育サービ

ス」は，社会貢献の一環として，また理数教育の基礎レベル向上を促す事業として重要である。本

校では以下に示す目的のもとに実施する。 

 

(１) 一般社会人の生涯教育のサポートや小中学校教員への教育支援を目的とした公開講座・レベ

ルアップ講座・小中学校教員研修会等を実施する。 

原則として一般社会人を対象とした講座であり，本校教員の専門知識を生かした内容の講

義を実施する。 

 

(２) 地域小中学生の学習意欲の向上を目的として，公開講座・出前授業・木更津高専サイエンス

スクエア等を実施する。 

小中学生を対象とした講座で，本校の教員の持つ教育資産を活用して児童・生徒が小中学

校の平常授業で体験できない内容の講座を中心に実施する。
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２ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の

学生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，一般社会人の生涯教育のサポート及び地域小中学生の学習意欲の向上を目的とした公

開講座等の教育サービスをテクノセンター事業の一環として実施している（資料Ｂ－１－①－１），

（資料Ｂ－１－①－２）。 

公開講座等を実施するに当たっては，公開講座実施要領（資料Ｂ－１－①－３）に従って，実施

する前年度末に実施計画書（資料Ｂ－１－①－４）を総務課に提出し，テクノセンター運営委員会

にて承認を得ることとなっている（資料Ｂ－１－①－５）。 

テクノセンター運営委員会で承認された公開講座等の内容（講座の名称及び概要，対象者，募集

定員，受講料，開催日，受付期間，申込用紙）の一覧は，テクノセンターウェブページのイベント

情報にて公開される（資料Ｂ－１－①－６）。また，木更津市の広報「きさらづ」及び地域情報誌

「房総ファミリア新聞」に掲載を依頼し，広報を行っている（資料Ｂ－１－①－７）。 

2012年度に行われた公開講座等の講座名一覧（資料Ｂ－１－①－８）を示す（2008－2012年度実

績は現地閲覧資料38とする）。なお，2010年度までは木更津市との協働で木更津高専テレワークセ

ミナーをJR木更津駅前アインスビル内のテレワークセンターにて実施していた。 

直近の５年間において公開講座等の開設講座数は20講座程度と大きな増減は見られないものの，

受講者数は275名から550名と２倍に増加している（資料Ｂ－１－①－９）。講座の内容は資料Ｂ－

１－①－８（2012年度公開講座等の実績）に示した通り，電子オルガン作り，金属探知機作り，ラ

ジオの製作等のものづくり体験講座のほか，パソコンリテラシー教室，スポーツ教室，一般向け講

座のエクセルによる自動計測等，本校の研究技術力を地域に還元すると同時に地域のニーズに対応

して多岐に及んでおり，小中学生の学習意欲の向上に寄与するものとなっている。社会人向けのレ

ベルアップ講座については開設された2006年度から2012年度において13講座が実施された。2013年

度においては11講座が開設されている（資料Ｂ－１－①－10，資料Ｂ－１－①－11）。さらに，子

供の理科離れの解消と理科授業の能力向上を図ることを目的とした木更津市内の小中学校教員を対

象とする研修会を2010年度より実施しており，過去３回の開催で延べ105名の参加があった（資料

Ｂ－１－①－12）。これらの講座は終了時に受講者アンケートを実施しており，満足度や今後開い

て欲しい講座等の希望調査を行うことによって受講者のニーズを探っている（資料Ｂ－１－①－

13）。 

上述した公開講座等の他に近隣小中学校の要請に応じて積極的に出前授業に対して講師を派遣し

ている（資料Ｂ－１－①－14）。また，2010年より木更津高専サイエンススクエアを定期的に開催

しており，これまでの３回の開催で延べ1160名程の小中学生の参加があり，ウインドカー，金属探

知機，電子オルゴール，防犯センサー，ミニチュア池・草木染め，ステンドグラス風車等のコンテ

ンツが実施された（資料Ｂ－１－①－15）。さらに，毎年７月下旪から８月上旪に国立科学博物館

で開催される「夏休みサイエンススクエア」（資料Ｂ－１－①－16）においても，積極的に講師及

びアシスタント学生を派遣し，ものづくり体験授業を実施し，地域小中学生に対して専門的な視点

で科学技術に対する興味・関心を与え，理科の学習意欲向上に大きく貢献している。 
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資料Ｂ－１－①－１ 

木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンター運営規程(抜粋) 

 

（業務） 

第 3 条 センターは，次に掲げる業務を行う。 

(1) 産業界との共同研究及び技術相談等研究交流に関すること。 

(2) 技術セミナー及び技術研修会に関すること。 

(3) 学内共同研究に関すること。 

(4) ものづくり教育の推進に関すること。 

(5) 公開講座に関すること。 

(6) 電子顕微鏡室の運営に関すること。 

(7) その他センターの推進に関する必要な事項。 

 

（出典 木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンター運営規程） 
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資料Ｂ－１－①－２ 

地域共同テクノセンターウェブページ（活動の目的） 

 

（出典 地域共同テクノセンターウェブページ）

http://www.kisarazu.ac.jp/techno/index.html 
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資料Ｂ－１－①－３ 

平成 24 年度公開講座実施要領 

 
平成２４年度公開講座実施要領 

１．使用施設について 

  ・既に作成・提出された実施計画書を再度ご確認の上，各講座の責任者（以下「責任者」という。）において使用施設の予約・調整

等を行ってください。 

２．受講申し込み受付について 

  ・総務課研究協力・地域連携係において行います。 

（申込時に徴収すべき料金等について，以下のとおり取り扱うものとする。 

○1,000 円を超える受講料 → 受講日前日までに郵便振込  

○1,000 円以下の受講料及び傷害保険料 → 当日受付にて受領 

 ・受付時には，受講希望者に対して講座の要項（実施場所の地図を含む）及び受付完了の確認通知文書を交付します。（この他，

別途配布してほしい連絡文書等がありましたら受付開始日の１週間前  までに研究協力・地域連携係までに原稿をご提出願いま

す。） 

  ・受付終了後，名簿の写しを責任者に配布しますので当日の出欠等にご利用ください。  

  ・受講希望者がいなかった場合又は受講希望者が定員を超えそうな場合には責任者にご相談させ  

ていただきます。 

３．必要物品について 

  ・既に責任者より提出された内訳書により総務課研究協力・地域連携係より，総務課経理係へ発注  

依頼をいたします。（再度お手元の控えを確認され，納期に相当日数がかかりそうな物品について  

はあらかじめ総務課研究協力・地域連携係へご連絡ください。） 

・物品の仕様等詳細については，総務課経理係より責任者に問い合わせます。  

・物品の受け渡しは，総務課経理係より責任者にご連絡いたします。  

４．補助学生の弁当について 

・講座の実施計画書により予定された人数分の弁当を当日の１１時３０分に門衛所に配達させるように総務課研究協力・地域連携

係にて手配しますので，原則責任者において守衛より受領願います。  

・弁当の空箱は，印刷室前のごみ箱に捨てるように補助学生への指導方お願いします。  

・講座終了後，別途責任者宛に配布します「補助学生出席確認表」に補助学生本人の記名捺印をさせ同書類を総務課研究協力

・地域連携係にご提出ください。 

５．休日等勤務を要しない日に講座を実施する場合  

・責任者が取りまとめたうえ，「週休日の振替変更簿」を事前に提出してください。  

６．講座当日について 

・当日は，各講座の教職員スタッフと補助学生により，講座を開催してください。  

・当日受講料及び傷害保険料の徴収がある場合は，総務課予算管理係及び委託保険会社の担当  

者が徴収を行う。 

・正門掲示用立て看板は，総務課研究協力・地域連携係で作成し用意しておきますので，当日の準  

備の際に掲示願います。その他の掲示物は各講座のスタッフにてご用意ください。  

  ※案内板が必要な場合には，事前に総務課研究協力・地域連携係へ申し出てください。  

   （サイズ：高さ 101 ㎝・幅 33ｃｍ 掲示面：縦 48 ㎝×横 28ｃｍ Ａ3 版縦が収まるサイズです）  

   （用意できる枚数：７枚程度）  

７．講座の記録等のお願い 

・公開講座等実施報告書の提出：別途責任者宛に配布しますので，参加人数・実施状況等必要事  

項を記載の上，講座終了後速やかに総務課研究協力・地域連携  

係に提出願います。 

  ・受講者アンケートの依頼・回収： 事前に責任者に受講者相当分の用紙をお渡ししますので講座終  

了後回収の上総務課研究協力・地域連携係へ提出願います。  

・記録写真の提供：         可能な限り，当日の模様をデジカメ等に記録されデータとしてご提供くださるようお願いします。  

８．その他 

・上記の他必要な事項については，総務課研究協力・地域連携係と責任者において，ご連絡・相談  

させていただきます。宜しくご協力の程お願いいたします。 

（出典 総務課資料） 
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資料Ｂ－１－①－４（１／２） 

平成 25 年度公開講座等実施計画書の様式 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ｂ－１－①－４（２／２） 

平成 25 年度公開講座等実施計画書の様式 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ｂ－１－①－５ 

公開講座等実施計画書の作成依頼文 

平成２５年１月２５日 

各学科・学系主任 

教育研究支援センター長 各位 

 

地域共同テクノセンター長 

石 出  忠 輝 

 

平成 25 年度公開講座等についての調査 

 

 平素より学外向けに実施する公開講座や出前授業等に，大変ご尽力をいただき感謝しております。 

 

 標記の件について，各学科・学系及び教育研究支援センター内で担当者及び講座名等をご検討いただき，2

月 22 日（金）までに別紙 1『平成２５年度公開講座等実施についての希望調書』にて，研究協力係までご提

出いただきますようお願いいたします。 

 

 なお，例年 10 月に開催していました木更津高専サイエンススクエア（来年度からキッズ・サイエンス・フ

ェスティバルと名称変更致します。）を核とする小学生向けの公開講座を 7 月 23 日に集中的に行います（こ

れは参加者のニーズ，実施費用，実施場所，募集の効率化，保険料の観点等からの変更です）。実施人数や

回数についても各自の公開講座内容に合わせ可能な限り調整させていただきますので，従来の公開講座を 7

月 23 日に実施することをご検討ください。 

  

 また，公開講座担当者より提出していただく書類（別紙 2，別紙 3）がありますので，その旨ご周知願いま

す。 

 

 ご不明な点がある場合には，下記の提出先及び問い合わせ先にご連絡ください。 

 

記 

 

１．提出書類 

  ①学科等で取りまとめる書類・・・提出期限：２月２２日（金） 

   ・別紙 1『平成２５年度公開講座等実施についての希望調書』 

 

  ②公開講座担当者が提出する書類・・・提出期限：２月２２日（金） 

   ・「平成２５年度公開講座実施計画書【個別票】（別紙２）」 

   ・「平成２５年度公開講座材料費・消耗品費【内訳書】（別紙３）」 

 

２．提出先及び問い合わせ先 

  総務課研究協力・地域連携係（担当：鈴木 内線４００６） 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ｂ－１－①－６ 

平成 24 年度木更津工業高等専門学校公開講座開催一覧 

 

 

（出典 木更津工業高等専門学校ウェブページ）

http://www.kisarazu.ac.jp/chiiki/kokai.html 
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資料Ｂ－１－①－７ 

公開講座実施内容の房総ファミリア新聞掲載例 

 

 

 

（出典 2012 年４月 28 日房総ファミリア新聞） 
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資料Ｂ－１－①－８ 

2012 年度公開講座等の実績 

 
 

（出典 総務課資料） 
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資料Ｂ－１－①－９ 

公開講座等の開設数・受講者数の推移 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ｂ－１－①－10 

レベルアップ講座 2013 メニュー 

 

 

（出典 木更津工業高等専門学校技術振興交流会レベルアップ講座 2013 メニュー） 
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資料Ｂ－１－①－11 

レベルアップ講座 講座内容例 

 

 

（出典 木更津工業高等専門学校技術振興交流会レベルアップ講座 2013 メニュー） 
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資料Ｂ－１－①－12 

木更津市夏季小中学校教員研修会 

 
 

（出典 木更津工業高等専門学校ウェブページ）

http://www.kisarazu.ac.jp/news/2012/0828_4.html 

本校ホームページより） 
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資料Ｂ－１－①－13 

公開講座（オープンセミナー）受講者アンケート様式 

 

 

（出典 テクノセンター運営委員会資料） 
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資料Ｂ－１－①－14 

2012 年度に実施された出前授業 

 

 

 

（出典 平成 24 年度地域共同テクノセンター活動報告 ６～７頁） 
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資料Ｂ－１－①－15 

木更津高専サイエンススクエアのパンフレット 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ｂ－１－①－16（１／２） 

2012 夏休みサイエンススクエア資料 

 

 

（出典 2012 夏休みサイエンススクエアリーフレット「国立科学博物館」） 
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資料Ｂ－１－①－16（２／２） 

2012 夏休みサイエンススクエア資料 

 

 

（出典 2012 夏休みサイエンススクエアリーフレット「国立科学博物館」） 
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（分析結果とその根拠理由） 

テクノセンター運営委員会において公開講座等の実施要領が定められ，実施者に実施計画書の作

成・提出を求めており，それによって実施予定内容の確認，全体の計画立案が行われている。公開

講座等の講座名及び詳しい実施内容はウェブページや地域情報紙，木更津市広報等を通して，広く

公開されている。講座の内容は，本校の研究技術力を地域に還元すると同時に，地域のニーズに対

応して多岐に及んでおり，受講者数は年々増加し2012年度は19講座550名に達した。また，地域の

要請に応じて各種出前授業等にも積極的に講師を派遣しており，受講者数は959名であった。 

以上のことから正規課程の学生以外に対する教育サービスが，本校の目的に沿って計画的に実施

されていると判断できる。 
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観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がってい

るか。また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

公開講座等の講座数及び受講者数の推移は，資料Ｂ－１－①－９（公開講座等の開設数・受講者

数の推移）に示した通り，年々増加傾向にあり，2012年度の実績では，550名の参加があった。 

2012 年度に行った公開講座，木更津高専サイエンススクエアにおける受講者アンケートの結果

（アンケート内容：資料Ｂ－１－①－13参照），受講者の満足度については，「充分満足できた」

若しくは「概ね満足できた」という回答率は，小中学生対象の公開講座では93.6%，社会人対象の

公開講座では100%と良好であった。また，木更津高専サイエンススクエアの満足度は89.8%であり，

受講者アンケートの結果から，本校の目的である「社会人の生涯教育のサポート，地域小中学生の

学習意欲の向上」に対して十分な成果が上がったと考えられる。 

活動成果を検証し，教育サービスの改善を図る目的で，公開講座および出前授業等実施者から意

見および要望の調査を行っている（資料Ｂ－１－②－１）。それらの要望等を踏まえて意見交換会

を年２回開催し，テクノセンター運営委員会として実施担当者の意見を抽出する機会を設けている

（資料Ｂ－１－②－２）。この意見交換会は同委員会が主催して行うPDCAサイクルとして機能して

いる。また，公開講座担当者に対して公開講座実施報告書の提出を義務付けている（資料Ｂ－１－

②－３，現地閲覧資料39）。実施報告書の内容は，実施計画書からの変更点，前年度からの改善点，

実施後に行った受講者アンケートに対するコメント及び反省点，次回開講時に向けての改善点とな

っており，提出先はテクノセンター運営委員会である。この実施報告書の作成は講座担当者個人に

よるPDCAサイクルといえる。個人と委員会による二重のサイクルによって問題点の抽出と改善が十

分に行われている（資料Ｂ－１－②－４）。例えば，公開講座申込方法は文章のみで説明がされて

いたが，分かりづらいという意見が寄せられたため，それに対して申込書記入例を作成してウェブ

ページで公開することによって申込方法の明確化が図られるといった具体的な改善が行われた。 
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資料Ｂ－１－②－１ 

平成 24 年度公開講座・出前授業等実施者の意見・要望例 

 

 

（出典 地域共同テクノセンター運営委員会資料） 
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資料Ｂ－１－②－２（１／２） 

公開講座および出前授業等実施者との意見交換会議事要旨 

 

平成２４年度公開講座および出前授業等実施者との意見交換会議事要旨 

 

１． 日 時  平成２４年８月２９日（水） １０時００分～１１時０５分 

２． 場 所  木更津工業高等専門学校 会議室Ａ 

３． 出席者    １７名 

坂田，相川，吉井，石出，歸山，Ｅ石川，上原，大橋，沢口，和崎，白木，渡邊， 

大久保，白井，立石，松本，鈴木 

    

４． 議 事 

吉井テクノ副センター長の司会進行で意見交換を行い，次のような要望等があった。 

 

１）実施日の決定 

1-1 夏休み中実施の場合，体験入学などの日程が決まらないと日時が決められない。現在も認めて頂いている，遅れての日程決

定を継続して頂きたい。 

 ・遅れて日程決定を行う際，いつまでに決定すれば良いか教えてほしい。 

 

２）募集 

2-1 FAXで応募する際のフォーマットがあるといい 

 ・本校ウェブページにフォーマットがあると良い。 

2-2 募集締め切りを 1週間早くする（受講者への連絡が直前になると，保護者が大変） 

2-3 ２０日（金）〆切だと抽選が週明けで，通知から実施２６日（木）までの期間が短いのではないか？ 例えば，木曜〆切，

金曜通知発送なら，尐し改善される。 

 

３）広報 

3-1 尐なくとも本校ウェブページでの情報提供は素早く更新して頂きたい。８月７日現在，１０月２０日実施という講座が２つ

掲載されています。 

3-2 ウェブページや広報誌へ写真の使用許可を得る文章を載せておいた方がいい 

3-3 引き続き，本校のウェブページや地域向けの新聞への広告をお願いします。 

3-4 例年，受講生が予定した人数に比べ尐ない状態なので，何とかしたい。例えば，PR をもっと多くして頂けないでしょう

か。 

 

コメント：過去の反省等を生かして，工夫をすることで，応募者が定員を満たしました。 

・タイトルを工夫すると良い。 

・近隣小学校の先生に直接ポスターを渡すと良い。 

 

 

（出典 地域共同テクノセンター運営委員会資料） 
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資料Ｂ－１－②－２（２／２） 

公開講座および出前授業等実施者との意見交換会議事要旨 

 

４）案内図 

4-1 校内案内図内への駐車場，駐輪場（小学生にわかるように記入お願いします。） 

4-2 配布する校内地図に，平日／休日等を考慮した適切な順路を示して頂きたい。今回，実験実習センターの隣同士なのに，違

う順路の地図が配布されました。 

4-3 配布する校内地図に，駐車場や駐輪場を明示して頂きたい。来訪者が何処に駐めて良いか迷っている状況の他に，専攻科駐

車場に駐められてしまい困っている状況もあります。 

4-4 事前に郵送される説明図（案内図）に工夫が必要です。受講者から案内図がわかりにくいとのことでした。また，何人かは

迷っており，迎えが必要でした。導線については，会場のこともありますので各講座の担当者と検討されてから発送するのが望

ましいと思います。 

4-5 駐車場の案内が必要です。自転車で来校する受講者（小学生）に指示が必要です。 

あらかじめ案内図に記述するか，指示（案内板）に従うように記述することが望ましいと思います。 

 ・建物の中を通る導線は分かりづらい。 

 

５）アンケート用紙 

5-1 小学生対象の場合，アンケート内容の検討をお願いします。（例，学年を記入，ふりがな等を入れる，漢字の意味が分から

ない） 

（同意見）アンケート用紙の内容について検討が必要です。子供（小，中）むけのアンケートとなっていませんので，一般向

け，子供向けなどにアンケートの表現を検討が必要と思います。小学生低学年では，漢字が読めないこと。記述の意味が理解で

きないなど，主催者からの説明が必要でした。 

 ・問２，問５，問６は表現方法の改善が必要。 

 

６）名簿 

6-1 参加者の名前にふりがなが必要 

 

７）費用，予算 

7-1 今後はこのリナックスパソコンを使って，高専らしい実験（制御実験など）をしたいため，更なる予算援助（予算内で実施

予定）をお願いします。 

7-2 新規の講座やグレードアップした講座を開こうと思っても，資金がないので，補助金制度があるといい 

 ・テクノ関連の経費を使用できないか検討する。 

 

８）保険料 

8-1 傷害保険料５００円は高くないか？ 補償内容までは分かりませんが，仙台高専（広瀬）「自作マイコンボードでビジュア

ルプログラミング！」 受講料：無料（ただし保険料 100円/人が必要です。）と言う例を発見しました。 

 

９）提案 

9-1 時間が取れるのでしたら，事前に各講座責任者と事務方で確認作業をおこなうことでアンケート用紙や案内図については解

決すると思われます。 

 

上記要望等を参考にし，来年度に反映するようテクノ運営委員会にて検討する。 

 

 

（出典 地域共同テクノセンター運営委員会資料） 
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資料Ｂ－１－②－３ 

公開講座実施報告書の例 

 

平成２４年度公開講座等実施報告書 

平成２５年１月２２日作成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 地域共同テクノセンター運営委員会資料，現地閲覧資料 39） 

記載責任者 所属： 人 文 学 系 氏名： 坂 田 洋 満 

 

区 分 公開講座 駅前高専（ﾃﾚﾜｰｸｾﾐﾅｰ） 

講座の名称 ウエルネスセミナー① 陸上競技教室～速く走るコツとそのトレーニング①，②～ 

講座実施日 平成 24 年 5 月 26 日（土），27 日（日） 

勤務時間    各日 7:00～15:00 

募集状況 募集定員：  ６０  名 応募者数：  ８８   名 受講者数：   ８５  名 

募集状況 募集定員：  ６０  名 応募者数：  ８６   名 受講者数：   ７９  名 

実施計画書からの変

更点 
特になし 

前回からの改善事項 

（H23 年度以前に実

施実績がある場合の

み） 

1）前年度と同様に 2 日間に分けて開講し，受講定員を昨年度よりそれぞれ 10 名増の 60 名程

度とした。過去の実施経験から，講師もスタッフも講座を運営する手法に慣れてきたため，

実際には定員の約 1.4 倍の受講者を受け入れたが，天候に恵まれ，特に問題もなく全日程を

終了できた。 

2）補助学生を 20 名としたが，実際には 30 名程度の陸上部員の協力により，講座を進行し

た。このような協力がなければ，これだけの人数を一度に指導することは不可能であったと

思われる。 

受講生に対するアン

ケートの結果に対す

るコメントおよび本

講座の反省点 

今年度は，H23 年度より 18 名増の 164 名が本講座を受講した。アンケート（5 点満点）よ

り，「満足度」4.67，「レベルがあっていたか？」4.45，「説明は分かりやすかったか？」

4.73，「楽しく受講できましたか？」4.71，「また参加したいですか？」4.62，という回答

が得られ，受講者の多くが充実した受講が出来たものと推察できる。 

また，内容に関するアンケートにおいても，「今までより楽に走れた」「速くなった」な

どの回答が多く「走り方が分かった」，「コツが分かった」，「姿勢が良くなった」等，肯

定的な意見も非常に多かった。 

今年度は，「高学年対象（低学年でもやる気があれば受講できます）」という注意書きを

入れたため，受講者の約９０％が高学年（4 年生以上）だったため，本講座内容の理解度が高

かったものと思われる。 

 両日とも天候に恵まれ，当初予定した通りの内容を実施できた。時間配分もほぼ問題なか

った。 

次回開講時に向け

ての改善点 

 来年度は，講座の質の低下を防ぐため，これ以上受講希望者が増えた場合には残念ではあ

るが抽選をして両日合わせて 160 名程度で実施したいと考えている。また，本年度は 30 名程

度の陸上部員の協力により，スムーズに運営できたため，来年度は補助学生を 30 名として実

施したいと考えている。 
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資料Ｂ－１－②－４ 

公開講座および出前授業等実施者との意見交換会における要望等と改善計画例 

 

 
 

（出典 地域共同テクノセンター運営委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

公開講座等の開設講座数・受講者数は年々増加しており，2012年度は19講座の開設講座に550名

の参加があった。受講者の満足度は90%を越えることから，十分に活動の成果が上がっていると判

断できる。講座実施後に意見交換会の開催や報告書の提出を義務付けてテクノセンター運営委員会

で検討するシステムがあり，二重の自己点検の体制が整っており，報告書の内容からも講座の内容，

実施日，実施方法等について多くの改善が行われていることが分かり，改善のシステムが十分に機

能しているといえる。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

公開講座，レベルアップ講座等の教育サービスがテクノセンターの事業として計画的に行われて

おり，地域共同テクノセンター運営委員会によって各講座の実施内容の掌握や改善希望事項の収集

と対応がされている点。 

公開講座等の開講数が19講座あり，参加受講者数も550名に達している点。 

夏休みサイエンススクエア（国立科学博物館）等のものづくり体験教室や小中学校への出前授業

に対して積極的に講師及びアシスタント学生を派遣し，地域小中学生に対して科学技術に対する興

味・関心を与え理科の学習意欲向上に大きく貢献している点。 

2010年より「木更津高専サイエンススクエア」を定期的に開催しており，３回の開催において，

参加者が1160名であり，成果を挙げている点。 

受講者の満足度が，社会人対象講座，小中学生対象講座ともに90%を超えている点。 

 

（改善を要する点）  

 特にない。 
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（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

本校では，一般社会人の生涯教育のサポート及び地域小中学生の学習意欲の向上を目的とした公

開講座等の教育サービスをテクノセンター事業の一環として計画的に実施している。公開講座等の

実施担当者は，公開講座等実施要領に沿って実施計画を立て，実施後は受講者アンケートの分析等

を行ってサービスの改善に努めている。テクノセンター運営委員会では，実施計画書・実施報告書

の内容を基に，実施内容の掌握を行うと共に講座実施者を集めた意見交換会を開催している。公開

講座等の実施要領は，ウェブページや地域情報紙等の広報誌を通して積極的に幅広く公開され，開

設講座数及び受講者数も年々増加しており，2012年度の実績では，開講講座数19，参加受講者数

550名に達した。講座の内容は，一般社会人を対象としたものとしては専門技術や資格取得に関す

るものの他，パソコン入門，語学，体力作り等広範囲を網羅しており生涯学習のサポートとして適

切なものとなっている。また，小中学生を対象としたものでは，電子オルガン作り，金属探知機作

り，ラジオの製作等のものづくり体験講座のほか，パソコンリテラシー教室，スポーツ教室，一般

向け講座のエクセルによる自動計測等，多岐に及んでおり，小中学生の学習意欲の向上に寄与する

内容となっている。受講者の満足度も社会人対象講座では100%，小中学生対象講座では93.6%と良

好であった。 

公開講座等の他にも，地域小中学校の要請に応じた出前授業に積極的に講師を派遣している。ま

た，「夏休みサイエンススクエア（国立科学博物館）」等のものづくり体験教室や2010年より「木

更津高専サイエンススクエア」を定期的に開催し延べ1000名を超える参加者があり，地域小中学生

に対して科学技術に対する興味・関心を与え，理科の学習意欲向上に大きく貢献している。 

以上のことから，正規課程の学生以外に対する教育サービスが，本校の目的に沿って適切に行わ

れ，十分な成果を上げているものと評価できる。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況が非常に優れている。 

 



 


